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本製品のドキュメント 

本製品のドキュメントは、次のように、冊子として添付されているもの( )、「ユーザーズガイド」CD 内( )

に電子マニュアル( PDF )として格納されているものがあります。 

 

 

 
スタートアップガイド 本機の開梱から運用までを順を追って説明しています。はじめにこの

ガイドを参照して、本機の概要を把握してください。 

 
 

ユーザーズガイド 

使用上のご注意 本機を安全に使うための情報について説明しています。本機を取り扱う

前に、必ずお読みください。 

1 章 概要 本機の概要、各部の名称、および機能について説明しています。 

2 章 準備 オプションの増設、周辺機器との接続、および適切な設置場所について

説明しています。 

3 章 セットアップ システム BIOS の設定の概要について説明しています。 

PDF

 

4 章 付録 本機の仕様などを記載しています。 

メンテナンスガイド 

1 章 保守 本機の保守とトラブルシューティングについて説明しています。 

2 章 便利な機能 便利な機能の紹介、システム BIOS について説明しています。 

PDF

 

3 章 付録 エラーメッセージを記載しています。 

 

 

「ユーザーズガイド」CD 
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本書で使う表記 

 

本文中の記号 

本書では安全にかかわる注意記号のほかに 3 種類の記号を使用しています。これらの記号は、次のような意味

があります。 

 

重要  

ハードウェアの取り扱い、ソフトウェアの操作などにおいて、守らなければならないことにつ

いて示しています。記載の手順に従わないときは、ハードウェアの故障、データの損失など、

重大な不具合が起きるおそれがあります。 

チェック  
ハードウェアの取り扱い、ソフトウェアの操作などにおいて、確認しておかなければならない

ことについて示しています。 

ヒント 
知っておくと役に立つ情報、便利なことについて示しています。 

 

 

「光ディスクドライブ」の表記 

本機は、購入時のオーダーによって以下のいずれかのドライブを装備できます。本書では、これらのドライブ

を「光ディスクドライブ」と記載しています。 

 

● DVD-ROM ドライブ 

● DVD Super MULTI ドライブ 

 

 

「リムーバブルメディア」の表記 

本書で記載のリムーバブルメディアとは、特に記載のない限り以下の両方を意味します。 

 

● USB メモリ 

● Flash FDD 
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商 標 

Microsoft、Windows、Windows Server、Windows Vista、MS-DOSは米国Microsoft Corporationの米国およびその他の

国における登録商標または商標です。 

Intel、インテル、XEON、インテル Core、Pentium、Celeron、インテル vProは米国Intel Corporationの登録商標また

は商標です。 

ATI、ATI logo、FireProはAdvanced Micro Devices, Inc.の商標です。 

Adaptecとそのロゴは米国Adaptec, Inc.の登録商標です。SCSISelectは米国Adaptec, Inc.の商標です。 

LSI、LSIロゴのデザインは、米国LSI Corporationの登録商標または商標です。 

Adobe、Adobeロゴ、Acrobatは、Adobe Systems Incorporated(アドビ システムズ社)の登録商標または商標です。 

LinuxはLinus Torvaldsの米国およびその他の国における登録商標または商標です。 

NVIDIA、NVIDIAロゴ、Quadroは、NVIDIA Corporation社の商標または登録商標です。 

 

Symantec Norton Ghost 

  (c) 1999 Symantec Corporation. All Rights Reserved. 
 

 

その他、記載の会社名および商品名は各社の商標または登録商標です。 
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本書についての注意、補足 

1. 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁じられています。 

2. 本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。 

3. 弊社の許可なく複製・改変などを行うことはできません。 

4. 本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気づきの

ことがありましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

5. 運用した結果の影響については、4 項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。 

6. 本書の説明で用いられているサンプル値は、すべて架空のものです。 

 

この説明書は、必要なときすぐに参照できるよう、お手元に置いておくようにして

ください。 

 

 

最新版 

本書は作成日時点の情報をもとに作られており、画面イメージ、メッセージ、または手順などが実際のものと

異なるときがあります。 変更されているときは適宜読み替えてください。 

また、ユーザーズガイドをはじめとするドキュメントは、次の Web サイトから最新版をダウンロードできます。 

 

http://www.nec.co.jp/s70/ 
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使用上のご注意(必ずお読みください) 

本製品を安全に正しくご使用になるために必要な情報が記載されています。また、本文中の名称については 

本書の「1 章(5. 各部の名称と機能)」の項をご参照ください。 

 

 

安全にかかわる表示について 

本製品を安全にお使いいただくために、このユーザーズガイドの指示に従って操作してください。 

このユーザーズガイドには本機のどこが危険でどのような危険に遭うおそれがあるか、どうすれば危険を避け

られるかなどについて説明しています。また、本機で危険が想定される箇所またはその付近には警告ラベルが

貼り付けられています(印刷されている場合もあります)。 

 

ユーザーズガイド、および警告ラベルでは、危険の程度を表す言葉として、「警告」と「注意」という用語を

使用しています。それぞれの用語は次のような意味を持つものとして定義されています。 

 

 
人が死亡する、または重傷を負うおそれがあることを示します。 

 
火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあることを示します。 

 

危険に対する注意・表示は次の 3 種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は次のような意味を持つ

ものとして定義されています。 

 

 

注意の喚起 
この記号は危険が発生するおそれがあることを表します。

記号の中の絵表示は危険の内容を図案化したものです。 

 

行為の禁止 
この記号は行為の禁止を表します。記号の中や近くの絵表

示は、してはならない行為の内容を図案化したものです。 

 

行為の強制 
この記号は行為の強制を表します。記号の中の絵表示は、

しなければならない行為の内容を図案化したものです。危

険を避けるためにはこの行為が必要です。 

 

 

(例）

(電源プラグを抜け）

(分解禁止）

(例） 

(感電注意）

(例）
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(ユーザーズガイドでの表示例) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本書と警告ラベルで使用する記号とその内容 

注意の喚起 

 
発煙または発火のおそれがあることを示します。

感電のおそれのあることを示します。 

 

 

指がはさまれてけがをするおそれがあることを

示します。 

レーザー光による失明のおそれがあることを示

します。 

 

高温による傷害を負うおそれがあることを示し

ます。 

特定しない一般的な注意・警告を示します。 

 

 

爆発や破裂による傷害を負うおそれがあること

を示します。 
 

 

行為の禁止 

 

本製品を分解・修理・改造しないでください。感

電や火災のおそれがあります。 

水や液体がかかる場所で使用しないでください。

水にぬらすと感電や発火のおそれがあります。

 

火気に近づけないでください。発火するおそれが

あります。 

ぬれた手で触らないでください。感電するおそれ

があります。 

 

指定された場所には触らないでください。感電や

火傷などの傷害のおそれがあります。 

特定しない一般的な禁止を示します。 

 

 

 

行為の強制 

 

電源プラグをコンセントから抜いてください。火

災や感電のおそれがあります。 

特定しない一般的な使用者の行為を指示します。

説明に従った操作をしてください。 

 

必ず接地してください。感電や火災のおそれがあ

ります。 
 

 
  

  

 

指定以外のコンセントに差し込まない 

指定された電圧で、アース付きのコンセントをお使いください。指定以外で使うと火

災や漏電の原因となります。 

  

注意を促す記号 危険に対する注意の内容 危険の程度を表す用語
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安全上のご注意 

本製品を安全にお使いいただくために、ここで説明する注意事項をよく読んでご理解し、安全にご活用くださ

い。記号については、本書の「安全にかかわる表示について」の説明を参照してください。 

 

 

全般的な注意事項 

 

 
  

 

人命に関わる業務や高度な信頼性を必要とする業務には使用しない 

本製品は、医療機器・原子力設備や機器、航空宇宙機器・輸送設備や機器など、人命に関わる設備や機器

および高度な信頼性を必要とする設備や機器などへの組み込みやこれらの機器の制御などを目的とした

使用は意図されておりません。これら設備や機器、制御システムなどに本製品を使用した結果、人身事故、

財産損害などが生じても弊社はいかなる責任も負いかねます。 
  

  

煙や異臭、異音がしたまま使用しない   

万一、煙、異臭、異音などが生じたときは、ただちに電源をOFFにして電源プラグをコンセントから抜い

てください。その後、お買い求めの販売店または保守サービス会社にご連絡ください。そのまま使用する

と火災の原因となります。 
  

  

針金や金属片を差し込まない   

通気孔や光ディスクドライブのすきまから金属片や針金などの異物を差し込まないでください。感電の危

険があります。 
  

 

 
  

  

 

日本国外で使用しない 

本製品は、日本国内用として製造・販売しています。日本国外では使用できません。本製品を日本国外で

使用すると火災や感電の原因となります。 

  

  

  

本機内に水や異物を入れない 

本機内に水などの液体、ピンやクリップなどの異物を入れないでください。火災や感電、故障の原因とな

ります。もし入ってしまったときは、ただちに電源をOFFにして、電源プラグをコンセントから抜いてく

ださい。分解しないで販売店または保守サービス会社にご連絡ください。 

  

 



使用上のご注意(必ずお読みください) 
 
 

Express5800/S70 ユーザーズガイド 11

  

電源・電源コードに関する注意事項 

 

 
  

  

ぬれた手で電源プラグを持たない  

ぬれた手で電源プラグの抜き差しをしないでください。感電するおそれがあります。 

  

  

 

アース線をガス管につながない 

アース線は絶対にガス管につながないでください。ガス爆発の原因になります。 

  

  

電源コードを接続したままアース線の取り付けや取り外しをしない 

アース線の取り付け/取り外しは電源プラグをコンセントから抜いて行ってください。たとえ電源をOFF

にしても電源プラグを接続したままアース線に触ると感電したり、ショートによる火災を起こしたりする

ことがあります。 
  

 

 
  

  

  

指定以外のコンセントに差し込まない  

指定された電圧で、アース付のコンセントをお使いください。指定以外で使うと火災や漏電の原因となり

ます。 

また、延長コードが必要となるような場所には設置しないでください。本製品の電源仕様に合っていない

コードに接続すると、コードが過熱して火災の原因となります。 

クラス０Ⅰのアース線付きACコードセットを使用するときは、接地接続は必ず、電源プラグを電源につ

なぐ前に行ってください。接地接続を外すときは、必ず電源プラグを電源から切り離してから行ってくだ

さい。 
  

  

たこ足配線にしない  

コンセントに定格以上の電流が流れることによって、過熱して火災の原因となるおそれがあります。 
  

  

 

電源ケーブルを持って引き抜かない  

ケーブルを抜くときはコネクタ部分を持ってまっすぐに引き抜いてください。ケーブル部分を持って引っ

張ったりコネクタ部分に無理な力を加えたりするとケーブル部分が破損し、火災や感電の原因となりま

す。 

  

  

 

中途半端に差し込まない  

電源プラグは根元までしっかりと差し込んでください。中途半端に差し込むと接触不良のため発熱し、火

災の原因となることがあります。また差し込み部にほこりがたまり、水滴などが付くと発熱し、火災の原

因となるおそれがあります。 
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指定以外の電源コードを使わない  

本製品に添付されているもしくはオプションにて購入した電源コード以外のコードを使わないでくださ

い。電源コードに定格以上の電流が流れると、火災の原因となるおそれがあります。 

また、電源コードの破損による感電や火災を防止するために次の注意をお守りください。 

  

  

● コード部分を引っ張らない。 

● 電源コードを折り曲げない。 

● 電源コードをねじらない。 

● 電源コードを踏まない。 

● 電源コードをはさまない。 

● 電源コードをステープラなどで固定しない。

● 電源コードを束ねたまま使わない。 

● 電源コードに薬品類をかけない。 

● 電源コードの上にものを載せない。 

● 電源コードを改造・加工・修復しない。 

● 損傷した電源コードを使わない。(損傷した電

源コードはすぐ同じ規格の電源コードと取り

替えてください。交換に関しては、お買い求

めの販売店または保守サービス会社にご連絡

ください。) 
  

  

 

添付の電源コードを他の製品や用途に使用しない  

添付の電源コードは本製品に接続し、使用することを目的として設計され、その安全性が確認されている

ものです。決して他の製品や用途に使用しないでください。火災や感電の原因となるおそれがあります。

  

  

添付のサービスコンセントに定格以上の機器を接続しない 

添付の電源コードのサービスコンセントの定格は3Aです。 

決して3A以上の機器を接続しないでください。火災の原因となるおそれがあります。 
  

 

 



使用上のご注意(必ずお読みください) 
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設置・本機の移動・保管・接続に関する注意事項 

 

 
  

 

フロントベゼルを持って運ばない  

本製品を運ぶときはフロントベゼルに手をかけて持ち上げないでください。フロントベゼルが外れ、本製

品を落としたり、フロントベゼルを壊したりするおそれがあります。 
  

  

指定以外の場所に設置・保管しない  

本製品を次に示すような場所や本書で指定している場所以外に置かないでください。火災の原因となるお

それがあります。 

 

● ほこりの多い場所。 

● 給湯器のそばなど湿気の多い場所。 

● 直射日光が当たる場所。 

● 不安定な場所。 
  

  

腐食性ガスの存在する環境で使用または保管しない  

腐食性ガス(二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、オゾンなど)の存在する環境に設置

し、使用しないでください。また、ほこりや空気中に腐食を促進する成分(塩化ナトリウムや硫黄など)や

導電性の金属などが含まれている環境へも設置しないでください。本機内部のプリント板が腐食し、故障

および発煙・発火の原因となるおそれがあります。もしご使用の環境で上記の疑いがあるときは、販売店

または保守サービス会社にご相談ください。 
  

  

  

電源プラグを差し込んだまま内蔵オプションやインタフェースケーブルなどの取り付けや取り外しをし

ない  

オプションの取り付け/取り外し、インタフェースケーブルの取り付け/取り外しは電源プラグをコンセン

トから抜いて行ってください。たとえ電源をOFFにしても電源プラグを接続したままケーブルやコネクタ

に触ると感電したり、ショートによる火災を起こしたりすることがあります。 
  

  

指定以外のインタフェースケーブルを使用しない  

インタフェースケーブルは、弊社が指定するものを使用し、接続する製品やコネクタを確認した上で接続

してください。指定以外のケーブルを使用したり、接続先を誤ったりすると、ショートにより火災を起こ

すことがあります。 

また、インタフェースケーブルの取り扱いや接続について次の注意をお守りください。 

 

● 破損したケーブルコネクタを使用しない。 

● ケーブルを踏まない。 

● ケーブルの上にものを載せない。 

● ケーブルの接続がゆるんだまま使用しない。 

● 破損したケーブルを使用しない。 
  

 



使用上のご注意(必ずお読みください) 
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お手入れ・内蔵機器の取り扱いに関する注意事項 

 

 
  

  

 

自分で分解・修理・改造はしない  

本書に記載されている内容を除き、絶対に分解したり、修理・改造を行ったりしないでください。本機が

正常に動作しなくなるばかりでなく、感電や火災の危険があります。 

  

  

光ディスクドライブの内部をのぞかない  

光ディスクドライブはレーザーを使用しています。電源がONになっているときに内部をのぞいたり、鏡

などを差し込んだりしないでください。万一、レーザー光が目に入ると失明するおそれがあります(レー

ザー光は目に見えません)。 
  

  

  

 

リチウムバッテリやニッケル水素バッテリ、リチウムイオンバッテリを取り外さない 

 

本装置内部にはリチウムバッテリが取り付けられています(オプションデバイスの中にはリチウムバッテ

リやニッケル水素バッテリを搭載したものもあります)。バッテリを取り外さないでください。リチウム

バッテリやニッケル水素バッテリは火を近づけたり、水に浸けたりすると爆発するおそれがあります。

 

また、バッテリの寿命で装置が正しく動作しなくなったときは、ご自分で分解・交換・充電などをせずに

お買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡してください。 
  

  

 

電源プラグを差し込んだまま内蔵オプションやインタフェースケーブルなどの取り付けや取り外しをし

ない  

お手入れや内蔵オプションの取り付け/取り外し、本機内ケーブルの取り付け/取り外しは、本製品の電源

をOFFにして、電源プラグをコンセントから抜いて行ってください。たとえ電源をOFFにしても、電源プ

ラグを接続したまま本機内の部品に触ると感電するおそれがあります。 

また、電源プラグはときどき抜いて、乾いた布でほこりやゴミをよくふき取ってください。ほこりがたまっ

たままで、水滴などが付くと発熱し、火災の原因となるおそれがあります。 
  

  

電源プラグを接続したままアース線の取り付けや取り外しをしない  

アース線の取り付け/取り外しは電源プラグをコンセントから抜いて行ってください。たとえ電源をOFF

にしても電源プラグを接続したままアース線に触ると感電したり、ショートによる火災を起こしたりする

ことがあります。 
  

 

 
  

 

高温注意 

本製品の電源をOFFにした直後は、内蔵型のハードディスクドライブなどをはじめ本機内の部品が高温に

なっています。十分に冷めたことを確認してから取り付け/取り外しを行ってください。 
  

  

中途半端に取り付けない  

電源ケーブルやインタフェースケーブル、ボードは確実に取り付けてください。中途半端に取り付けると

接触不良を起こし、発煙や発火の原因となるおそれがあります。 
  

 



使用上のご注意(必ずお読みください) 
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運用中の注意事項 

 

 
  

  

雷がなったら触らない  

雷が鳴りだしたら、ケーブル類も含めて本製品には触れないでください。また、機器の接続や取り外しも

行わないでください。落雷による感電のおそれがあります。 
  

  

 

ペットを近づけない  

本製品にペットなどの生き物を近づけないでください。排泄物や体毛が本製品内部に入って火災や感電の

原因となります。 

  

  

本機の上にものを載せない  

本機が倒れて周辺の家財に損害を与えるおそれがあります。 
  

  

 

光ディスクドライブのトレーを引き出したまま放置しない  

引き出したトレーの間からほこりが入り誤動作を起こすおそれがあります。また、トレーにぶつかり、け

がをするおそれがあります。 

  

 

ヘッドフォンを耳にあてたまま接続しない  

ヘッドフォンを耳にあてたままヘッドフォン端子に接続しないでください。耳を痛めるおそれがありま

す。また、接続前にボリュームが大きくなっていないことを確認してください。 
  

  

巻き込み注意 

本製品の動作中は背面にある冷却用ファンの部分に手や髪の毛を近づけないでください。手をはさまれた

り、髪の毛が巻き込まれたりしてけがをするおそれがあります。 
  

 

 



使用上のご注意(必ずお読みください) 
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警告ラベル 

危険性がある部品やその周辺には警告ラベルがあります(警告ラベルは印刷されているか、貼り付けられています)。

これは本製品を取り扱うとき、考えられる危険性を常にお客様に意識していただくためのものです(ラベルをは

がしたり、塗りつぶしたり、汚したりしないでください)。もしこのラベルが貼り付けられていない、はがれか

かっている、汚れている、印刷されていないなどのときは、販売店にご連絡ください。 

 

 



使用上のご注意(必ずお読みください) 
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取り扱い上のご注意 

本製品を正しく動作させるため、次の注意事項をお守りください。これらの注意を無視した取り扱いをすると

誤動作や故障の原因になります。 

 

● 電圧が 200V のコンセントに接続するときは、別売りの 200V 対応の電源コードを使ってください。 

● DISK/光ディスクアクセスランプが消灯してから、電源を OFF にしてください。 

● 電源をOFF にした後、再びON にするときは 10 秒以上経過してからにしてください。無停電電源装置(UPS)

に接続しているときも、10 秒以上経過してから ON になるようにスケジュールを設定してください。 

● POST、BIOS Setup など OS 以外の画面で POWER スイッチを数秒間押し続けると、電源 OFF 後に再起動

することがあります。 

● 落雷などが原因で瞬間的に電圧が低下することがあります。この対策として、UPS などを使うことをお勧め

します。 

● オプションのグラフィックスアクセラレータボードを取り付けたとき、グラフィックスアクセラレータ

ボードに添付の説明書に従い、ディスプレイドライバをインストールしてください。 

● LAN の設定で Jumbo Frame サイズを 9KB にすると、運用状況やネットワーク環境により、期待した通信

性能が出ないことがあります。この場合、Jumbo Frame サイズを 4KB に設定してください。 

● 本機、内蔵型のオプション機器、バックアップ装置にセットするメディア(テープカートリッジ)などは、

寒い場所から暖かい場所に急に持ち込むと結露し、そのまま使うと誤作動や故障の原因となります。保管

した大切なデータや資産を守るためにも、使用環境に十分になじませてからお使いください。 

参考：冬季(室温と 10 度以上の気温差)の結露防止に有効な時間 

ハードディスクドライブ ：約 2～3 時間      メディア：約 1 日 

● オプションは弊社の純正品をお使いになることをお勧めします。取り付けや接続ができても、弊社が動作

を確認していない機器については、正常に動作しないばかりか、本機が故障することがあります。これら

の製品が原因となって起きた故障や破損については保証期間中でも有償修理となります。 

● 電波による影響を避けるため、本機の近くでは携帯電話や PHS の電源をOFF にしてください。 

● USB 機器を抜き差しするときは、十分な間隔(5 秒以上)を空けてください。 

● USB3.0 デバイス接続時に他の USB ポートに WireLess の USB デバイスを接続する場合は、WireLess の

USB デバイスはフロントの USB ポートに接続してください。 

 

ヒント 
保守サービスについて 

本製品は、専門的な知識を持つ保守員による定期的な診断・保守サービスを用意していま

す。正しい状態で使い続けるためにも、保守サービス会社と定期保守サービスを契約する

ことをお勧めします。 

 



使用上のご注意(必ずお読みください) 
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コンピュータ機器を長時間連続して使用すると、身体の各部に異常が起こることがあります。コンピュータを使用す

るときは、主に次の点に注意して身体に負担がかからないよう心掛けましょう。 

 

よい作業姿勢で 

コンピュータを使用するときの基本的な姿勢は、背筋を伸ばして椅

子にすわり、キーボードを両手と床がほぼ平行になるような高さに

置き、視線が目の高さよりもやや下向きに画面に注がれているとい

う姿勢です。『よい作業姿勢』とはこの基本的な姿勢をとったとき、

身体のどの部分にも余分な力が入っていない、つまり緊張している

筋肉がもっとも少ない姿勢のことです。 

『悪い作業姿勢』、たとえば背中を丸めたかっこうやディスプレイ

の画面に顔を近づけたままの状態で作業を行うと、疲労の原因や視

力低下の原因となることがあります。 

 

ディスプレイの角度を調節する 

ディスプレイの多くは上下、左右の角度調節ができるようになって

います。まぶしい光が画面に映り込むのを防いだり、表示内容を見

やすくしたりするためにディスプレイの角度を調節することは、た

いへん重要です。角度調節をせずに見づらい角度のまま作業を行う

と『よい作業姿勢』を保てなくなりすぐに疲労してしまいます。ご

使用の前にディスプレイを見やすいよう角度を調整してください。  

画面の明るさ・コントラストを調節する 

ディスプレイは明るさ(ブライトネス)・コントラストを調節できる

機能を持っています。年齢や個人差、まわりの明るさなどによって、

画面の最適なブライトネス・コントラストは異なりますので、状況

に応じて画面を見やすいように調節してください。画面が明るすぎ

たり、暗すぎたりすると目に悪影響をもたらします。 

 

キーボードの角度を調節する 

オプションのキーボードには、角度を変えることができるよう設計

されているものもあります。入力しやすいようにキーボードの角度

を変えることは、肩や腕、指への負担を軽減するのにたいへん有効

です。 

 

機器の清掃をする 

機器をきれいに保つことは、美観の面からだけでなく、機能や安全上の観点からも大切です。特にディスプレイの画

面は、ほこりなどで汚れると、表示内容が見にくくなりますので定期的に清掃する必要があります。 

疲れたら休む 

疲れを感じたら手を休め、軽い体操をするなど、気分転換をはかる

ことをお勧めします。 

 

 

 

健康を損なわないためのアドバイス
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NEC Express5800 シリーズ  
Express5800/S70 

概 要 
本製品を導入する際に知っておいていただきたいことについて説明します。 

 

1. はじめに 

 

2. 付属品の確認 

本製品の付属品について説明しています。 

 

3. 特 長 

本製品の特長とシステム管理について説明しています。 

 

4. お客様登録 

お客様登録について説明しています。 登録されますと、Express5800 シリーズ製品に関するさまざまな情

報が入手できます。 

 

5. 各部の名称と機能 

各部の名称と機能についてパーツ単位で説明しています。  
 



1. はじめに 
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  1 章 概 要 

1. はじめに 

このたびは、NEC の Express シリーズをお買い求めいただき、まことにありがとうございます。 

 

本製品の持つ機能を最大限に引き出すためにも、ご使用になる前に本書をよくお読みになり、取り扱いを十分

にご理解ください。 

 



2. 付属品の確認 
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  1 章 概 要 

2. 付属品の確認 

梱包箱の中には、本体以外にいろいろな付属品が入っています。添付の構成品表を参照して、すべてがそろっ

ていることを確認し、それぞれ点検してください。万一足りないものや損傷しているものがある場合は、販売

店に連絡してください。 

 

重要  
付属品について 

● 添付品はセットアップをするときやオプションの増設、装置が故障したときに必要と

なりますので大切に保管してください。 

● 添付品の「ユーザーズガイド」CD は、紙封筒に包装されています。また、「ユーザー

ズガイド」CD を紛失し、再購入を希望されるときは、販売店へご相談ください。 

● 添付の CD-ROM は使用方法を誤るとお客様のシステム環境を変更してしまうおそれ

があります。使用についてご不明な点がある場合は、無理な操作をせずにお買い求め

の販売店、または保守サービス会社にお問い合わせください。 

 

重要  
本機には、製品の製造番号などが記載された銘板、および保守ラベルが貼ってあります。

銘板に記載の製造番号と保証書の番号が一致しているか確認してください。これらが一致

していませんと、保証期間内に故障したときでも保証を受けられないことがあります。 

万一違うときは、販売店まで連絡してください。 

 

ヒント 
セットモデルや BTO(工場組込出荷)製品などは、「組込製品・添付品リスト」も併せて確

認してください。 

 
 

 



3. 特 長 
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  1 章 概 要 

3. 特 長 

本製品の特長は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

高高性性能能                  
Intel® Celeron® Processor G540 搭載 

 高速 1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T 
インタフェース(1Gbps/100Mbps/10Mbps 対応） 

 SATAⅢ対応高速ディスクアクセスをサポート 
した内蔵ハードディスクドライブ 

 
 

高高信信頼頼性性        
 温度検知 
 パスワード機能 
 内蔵ファン回転監視機能 
 電圧監視機能 
 

保保守守機機能能        
 DUMP スイッチによるメモリダンプ機能 
 オフラインツール 

豊豊富富なな機機能能搭搭載載                
 サウンドスピーカ内蔵 
 オーディオ端子搭載 
 EI Torito Booable CD-ROM (no emulation mode) 

フォーマットをサポート 
 リモートパワーオン機能 
 AC リンク機能 
 SATAⅢ(内蔵ハードディスクドライブ）対応 
 光ディスクドライブは購入時に選択可能な 

フリーセレクションタイプ 
 

省省電電力力機機能能                
 多彩なスリープ機能をサポート(オプション 

ボードによっては機能しないものもある） 
 Deep Sleep モードのサポート 

すすぐぐにに使使ええるる          
BTO(工場組み込み出荷)によりオプションの

取り付けが指定可能 
 

自自己己診診断断機機能能          
 Power On Self-Test(POST） 
 システム診断(T&D)ユーティリティ 
 

便便利利ななセセッットトアアッッププユユーーテティィリリテティィ    
 SETUP(BIOS セットアップユーティリティ) 

拡拡張張性性                        
 ライザカード搭載にて拡張スロットをサポート 

・ PCI Express(x16)、PCI Express(x4 エレクトリカル、x8 メカニカル) 
 最大 16GB のメモリ 
 USB2.0/USB3.0 対応 



4. お客様登録 
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  1 章 概 要 

4. お客様登録 

弊社では、製品ご購入のお客様に「お客様登録」をお勧めしております。 

(保証書に記載されている保証を受けるためには、お客様登録が必要です) 

 

http://club.express.nec.co.jp/ 

 

 

 

 

 



5. 各部の名称と機能 
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  1 章 概 要 

5. 各部の名称と機能 

各部の名称について説明します。 

 

5.1  前 面 

 

 

(1) 光ディスクドライブ 
セットしたメディアのデータの読み出し(または書

き込み)を行う。 
 

(2) DISK アクセスランプ(緑色) 
内蔵のハードディスクドライブにアクセスしてい

るときに点灯する。 
 

(3) POWER/SLEEP ランプ(緑色／アンバー色) 
電源を ON にすると緑色に点灯する。 
省電力モード中はアンバー色に点灯する。 

 
(4) POWER/SLEEP スイッチ 

電源を ON/OFF するスイッチ。一度押すと

POWER/SLEEP ランプが緑色に点灯し、ON の状

態になる。もう一度押すと OFF の状態になる。 
 
省電力モード(スリープ)に切り替える機能を持た

せることができる。設定後、一度押すと

POWER/SLEEP ランプがアンバー色に点灯し、省

電力モードになる。もう一度押すと、通常の状態

になる(搭載されているオプションボードによって

は機能しないものもある)。 
 
POWER スイッチを数秒間押し続けると、強制電

源 OFF する。 
 

 
(5) USB コネクタ(２ポート) 

USB 2.0 に対応したポート。USB インタフェース

に対応している機器と接続する。 
 

(6) ヘッドフォン端子 
ヘッドフォンを接続する。 

 
(7) マイク端子 

マイクを接続する。 
 

(8) スタビライザ 
縦置きで使用するときは、必ずスタビライザを図

の方向に設置すること。 
 

 

(1) 

(2) 
(3) 

(4) 

(5) 
(6) 
(7) 

(8) (8) 
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5.2  背 面 

 

 

 
(1) AC インレット 

添付の電源コードを接続する。 
 

(2) シリアルポートコネクタ 
シリアルインタフェースを持つ製品と接続する。

 
(3) ディスプレイコネクタ(VGA) 

オンボードのグラフィックスアクセラレータと接

続する D-Sub 規格のコネクタ。 
 

(4) ディスプレイコネクタ(DP) 
オンボードのグラフィックスアクセラレータと接

続する DisplayPort 規格のコネクタ。 
 

(5) USB コネクタ(2 ポート) 
USB 3.0 に対応したポート。USB インタフェース

に対応している機器と接続する。 
 

(6) USB コネクタ(2 ポート) 
USB 2.0 に対応したポート。USB インタフェース

に対応している機器と接続する。 
 

(7) マイク端子 
マイクを接続する。 

 
 

 

 
(8) DUMP スイッチ 

押すと、メモリダンプを実行する。 
 

(9) PCI スロット(2 スロット) 
ライザカード(オプション)を搭載すると、PCI
ボードを取り付けることができる。 

 
(10) 筐体ロックタブ 

錠などを取り付けることで、本機内部の部品の盗

難を防止することができる。 
 

(11) セキュリティスロット(ケンジントンロック) 
盗難防止用器具を取り付けることで、本機内部の

部品の盗難を防止することができる。 
 

(12) LAN コネクタ 
1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T に対応し

たネットワーク用コネクタ 
 

(13) ライン入力端子 
ライン出力端子を持つ機器と接続する。 

 
(14) ライン出力端子(ヘッドフォン端子兼用) 

ライン入力端子を持つ機器と接続する。 
 

 

 

 

 

 

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(7) 

(8) 

(9) 

(10)

(11)

(12)

(13)

(14)

(6) 
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5.3  内 部 

 

 

 

 

 

 

 
(1) 冷却ファン(フロント) 

 
(2) 電源ユニット 

 
(3) PCI ボード 

 
(4) 冷却ファン(リア) 

 
(5) DIMM 
 

 
(6) 冷却ファン(CPU) 

 
(7) マザーボード 

 
(8) 光ディスクドライブ 

 
(9) ハードディスクドライブ 

 

 

(1) (2) 

(4) 

(3) 

(5) (6) (7) 

(9) 

(8) 



5. 各部の名称と機能 
 

Express5800/S70 ユーザーズガイド 27

  1 章 概 要 

5.4  マザーボード 

 
(1) SATA2 コネクタ(光ディスクドライブ用) 

 
(2) SATA1 コネクタ 

(ハードディスクドライブ(ベイ 1)用) 
 

(3) 設定用ジャンパ 
 

(4) ライザカード用コネクタ 
 

(5) SATA0 コネクタ 
(ハードディスクドライブ(ベイ 0)用) 

 
(6) 外部接続用コネクタ 
 
(7) 冷却ファン(リア)用コネクタ 
 
(8) DIMM スロット 
 
(9) CPU ソケット 
 
(10) フロントパネル用コネクタ 
 

 
(11) 電源コネクタ(光ディスクドライブ) 

 
(12) フロントパネル用コネクタ 
 
(13) 電源コネクタ(ハードディスクドライブ) 
 
(14) 冷却ファン(CPU)用コネクタ 
 
(15) 電源ユニット用コネクタ 
 
(16) スピーカ用コネクタ 
 
(17) フロントパネル用コネクタ 
 
(18) 冷却ファン(フロント)用コネクタ 
 
 

 

(1) 

(6) 

(8) 

(10)

(5) 

(2) (3) 

(4) 

(7) 

(9) 

(12)

(13)

(11)

(14)

(15)

(17)

(18)

(16)
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5.5  ランプ表示 

本機のランプ表示とその意味は次のとおりです。 

 

5.5.1  POWER/SLEEPランプ 

本機の電源が入っているとき緑色に点灯します。省電力モードに切り替わるとアンバー色に点灯します。 

省電力モードからは、POWER/SLEEP スイッチを押すことで復帰します。なお、OS によっては一定時間操作

しないと自動的に省電力モードに切り替わるような設定をしたり、OS のコマンドによって省電力モードに切

り替えたりすることもできます(オプションボードによっては機能しないものもあります)。 

 

 

5.5.2  DISKアクセスランプ 

内蔵のハードディスクドライブにアクセスしているときに緑色に点灯します。 

 

 

5.5.3  光ディスクアクセスランプ 

光ディスクドライブにセットされているメディアにアクセスしているときに点灯します。 

 

前面 背面

LINK/ACT ランプ 

SPEED ランプ

DISK アクセスランプ

光ディスク 
アクセスランプ

POWER/SLEEP ランプ
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5.5.4  LINK/ACTランプ 

標準装備の LAN ポートの状態を表します。LINK ランプは、本機とハブに電力が供給されていて、かつ正常に

接続されているとアンバー色に点灯します。ACT ランプは、ポートが送受信しているときにアンバー色に点滅

します。 

 

LINK 状態であってもランプが点灯しないときは、ネットワークケーブルの状態やハブとの接続を確認してくだ

さい。 

 

 

5.5.5  SPEEDランプ 

LAN ポートの通信モードが、どの規格で動作しているかを示します。 

 

LAN ポートは、1000BASE-T(1Gbps)、100BASE-TX(100Mbps)、および 10BASE-T(10Mbps)をサポートしてお

り、モードによって次のように表示が変わります。 

 

● アンバー色に点灯 ：1000BASE-T で動作 

● 緑色に点灯  ：100BASE-TX で動作 

● 消灯  ：10BASE-T で動作 
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5.6  光ディスクドライブ 

本機前面には光ディスクドライブがあります。本機は、以下いずれかのタイプの光ディスクドライブを装備で

きます。 

● DVD-ROM ドライブ 

CD-ROM ドライブの機能に加えて、DVD-ROM のデータを読み出せるドライブです。 

● DVD Super MULTI ドライブ 

DVD メディアの再生・記録ができるドライブです。 

 

 

5.6.1  使用上の注意 

光ディスクドライブを使うときに注意していただきたいことを説明します。これらの注意に従わないと、光ディ

スクドライブまたは本機が故障するおそれがあります。 

 

（1）トレー 

● トレーを引き出したまま放置しないでください。 

● 定期的にトレーをクリーニングしてください。ただし、クリーニングの際にレンズに触れないよう注意し

てください。 

 

（2）メディア 

次の純正品または推奨品のメディアを使わないと、動作不良(リードエラーなど)を起こすことがあります。 
 

● 純正品 

次のメディアを用意しています。お買い求めのときは、販売店に品名と型番をお申し付けください。 

 

＜CD-R メディア＞ 

品 名 型 番 

CD-R 1枚 EF-8181 

CD-R(POT入り) 50枚 EF-8181B 
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● 推奨品 

DVD Super MULTI ドライブ用として、次のメーカー製メディアを推奨しています。 

 

 DVD Super MULTIドライブ用 

CD-R 太陽誘電製、三菱化学メディア製 

CD-RW 三菱化学メディア製 

DVD-R パナソニック製、太陽誘電製 

DVD-R DL 三菱化学メディア製 

DVD-RW 三菱化学メディア製、日本ビクター製 

DVD+R 三菱化学メディア製 

DVD+R DL 三菱化学メディア製 

DVD+RW 三菱化学メディア製 

DVD-RAM パナソニック製、日立マクセル製 

 

（3）ライティングソフトウェアをインストールする前に 

● 添付のライティングソフトウェアに関するお問い合わせは、ライティングソフトメーカへお願いします。

お問い合わせ窓口などの詳細は、ライティングソフトウェア添付の説明書を参照してください。 

● 1 つのシステム環境下に複数の ASPI マネージャが混在すると、アプリケーションの動作が不安定になり

ます。ライティングソフトウェアをインストールする前に、他の ASPI マネージャがインストールされて

いないことを確認してください。 

 

（4）ファームウェアのバージョンアップ 

ファームウェアのバージョンアップについては、弊社 Web サイト上でご案内します。 
 

［サポート情報］http://www.nec.co.jp/s70/ 
 

弊社より案内のないファームウェアへのバージョンアップは行わないでください。弊社の保証期間内であって

も保証対象外となります。 

 

（5）用途 

光ディスクは、簡易バックアップ(マスタデータのコピーなど)用として使い、重要なデータのバックアップに

は使わないでください。 
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5.6.2  メディアのセット/取り出し 

1. 本機の電源が ON(POWER/SLEEP ランプ点灯)になっていることを確認します。 

 

2. 光ディスクドライブ前面のイジェクトボタンを押します。 

トレーが出てきます。 

 

3. メディアのレーベル面を表にして、トレーの上にセットします。 

 

4. トレーの前面を軽く押し、トレーを光ディスクドライブに戻します。 

 

ヒント 
トレーを戻すとドライブから異音(音が異常に大きいなど)が聞こえるときは、トレーを取

り出し、メディアをセットし直してください。 

 

メディアの取り出しは、セットするときと同じように、イジェクトボタンを押してトレーをイジェクトしトレー

から取り出します。 

 

ヒント 
アクセスランプが点灯しているときは、メディアにアクセスしていることを示します。こ

の間、イジェクトボタンは機能しません 

 

OS によっては、OS からトレーをイジェクトすることもできます。 

メディアを取り出した後は、トレーを光ディスクドライブに戻してください。 
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5.6.3  メディアが取り出せないときの手順 

イジェクトボタンを押してもメディアが取り出せないときは、次の手順に従って取り出します。 

 

1. POWER/SLEEPスイッチを押して、本機の電源をOFF(POWER/SLEEPランプ消灯)にします。 

 

2. 直径約1.2mm、長さ約100mmの金属製のピン(太めの

ゼムクリップを引き伸ばして代用できます)を光ディ

スクドライブにある強制イジェクトホールに差し込

んで、トレーが出てくるまでゆっくりと押します。 

強制イジェクトホールの位置は、ドライブのタイプ

によって異なるときがあります。 

 

チェック  
● つま楊枝やプラスチックなど折れやすいものを使用しないでください。 

● 上記の手順を行ってもメディアが取り出せないときは、保守サービス会社に連絡して

ください。 

 

3. トレーを持って引き出します。 

 

4. メディアを取り出します。 

 

5. トレーを押して元に戻します。 

 

 

5.6.4  データ損失による損害に対する補償 

メディアに記録されたデータが損失したことによる損害への補償につきましては、弊社はいかなる責任も負い

かねますので、ご了承ください。 

 

強制イジェクトホール
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5.6.5  メディアの取り扱い 

メディアは次の点に注意して取り扱ってください。 

● CD/DVD 規格に準拠しない「コピーガード」付きディスクの再生は保証しません。 

● メディアを落とさないでください。 

● メディアの上に物を置いたり、曲げたりしないでください。 

● メディアの信号面(文字などが印刷されていない面)にラベルなどを貼らないでください。 

● 信号面(文字などが印刷されていない面)に手を触れないでください。 

● キズをつけたり、鉛筆やボールペンで文字などを直接メディアに書き込んだりしないでください。 

● たばこの煙が当たるところには置かないでください。 

● 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど、温度の高くなる場所には置かないでください。 

● 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けて、ゆっくり、ていねいにふい

てください。レコード用のスプレー、クリーナ、ベンジン、シンナーなどは使わないでください。 

● 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 

 

 

5.6.6  ディスクへの書き込み 

● 著作者の許可なしに音楽メディアおよびアプリケーションを複製することは、私的使用目的を除き、法律

により禁じられています。 

● 書き込み前に、以下について注意してください。 

― アプリケーションソフトなど、メモリを大量に消費するおそれのあるプログラムを終了する。 

― スクリーンセーバを停止する。 

― ウィルスチェッカーやシステムエージェンシなど、ディスクチェックを行うプログラムを終了する。 

― スケジューラや時計など、書き込み中に起動するおそれのあるものは、起動しないようにする。 

― パワーマネージメント設定における省電力設定を解除する。 

― 書き込み中にアプリケーションを起動しない。 

● データ書き込み後、データコンペアを実施ください。 

● データを書き込むときは、オペレータがその都度操作するようにしてください(無人でのデータ書き込みは

しないでください)。 

● 使用する環境やディスクの特性により書き込みエラーが発生するときがあります。エラーが発生するメ

ディアは使わずに新しいメディアを使ってください。 
 

 

5.6.7  書き込み時間または読み込み時間の変動 

本製品は、セットしたメディアの状態を検出し、最適な書き込み速度または読み込み速度に調整する機能があ

るため、ディスクの状態により書き込みまたは読み込みが完了するまでの時間が変わります。 
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NEC Express5800 シリーズ 
Express5800/S70  

準 備 

本機を使う前に、準備することについて説明しています。 

 

1．内蔵オプションの取り付け 

オプションの取り付け方法、および注意事項について説明しています。 

オプションを購入していないとき、または「BTO(工場組込み出荷)」でオプションをすべて組み込み指示し

たとき、ここで説明している手順は省略できます。 

 

2．設置と接続 

本機の設置にふさわしい場所と背面コネクタへのケーブル接続について説明しています。 
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1. 内蔵オプションの取り付け 

オプションの取り付けと注意事項について説明します。 

 

重要  
● 弊社認定の保守サービス会社の保守員が作業することをお勧めします。 

● オプションおよびケーブルは、弊社が指定する部品を使用してください。指定外の部

品を取り付けた結果、誤動作または故障・破損についての修理は保証期間内であって

も有償となります。 

 

1.1  安全上の注意 

重要  
本製品に添付のスタートアップガイド、および本書の「使用上のご注意」を必ずお読みく

ださい。「使用上のご注意」では、本製品を安全に、正しく使うための大切な注意事項を

記載しています。 
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1.2  静電気対策 

本機内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け・取り外しのときは、静電気による製

品の故障に十分注意してください。 

 

● リストストラップ(アームバンドや静電気防止手袋など)の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。ストラップがないときは、部品を触る前に筐体の塗

装されていない金属表面に触れて、身体に蓄積された静電気を放電します。 

また、作業中は定期的に金属表面に触れて、静電気を放電するようにしてください。 

● 作業場所の確認 

― 静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

― カーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業するときは、静電気防止処理をした上で作業してく

ださい。 

● 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本機を置き、その上で作業してください。 

● 着衣 

― ウールや化学繊維でできた服を身につけて、作業しないでください。 

― 静電気防止靴を履いて作業してください。 

― 取り付け前に貴金属(指輪や腕輪、時計など)を外してください。 

● 部品の取り扱い 

― 部品は、本機に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 

― 各部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

― 部品を保管・運搬するときは、静電気防止用の袋などに入れてください。 
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1.3  取り付け／取り外しの準備 

次の手順に従って部品の取り付け/取り外しの準備をします。 

 

1. OS からシャットダウンするか、POWER/SLEEP ス

イッチを押して電源を OFF(POWER/SLEEP ランプ

消灯)にします。 

 

2. コンセントから電源コードを抜き、さらに本機の AC

インレットから電源コードを取り外します。 

 

3. 背面に接続しているケーブルをすべて取り外します。  

4. 筐体に錠をしているときは、錠を取り外します。  

5. 本書の「2 章(2. 1. 1 設置の準備)」を参照して、 

スタビライザを取り外します。 

 

6. カバーが上にくるようにして、本機をゆっくりと横置

きにします。 

 

7. ネジ 3 箇所を外してカバーを取り外します。  

 

POWER/SLEEP スイッチ

POWER/SLEEP ランプ 
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1.4  ハードディスクドライブ 

本機は、ハードディスクドライブを最大 2 台内蔵することができます。 

1 台目はベイ 0 に実装します。もう 1 台のハードディスクドライブを増設するときは、ベイ 1 に実装します。 

 

重要  
弊社で指定していないハードディスクドライブを使用しないでください。サードパーティ

のハードディスクドライブを取り付けると、ハードディスクドライブだけでなく、本機が

故障するおそれがあります(これらの製品が原因となった故障や破損についての修理は、保

証期間中でも有料となります)。 

 

チェック  
ハードディスクドライブを 2 台実装したとき、BIOS 上と OS 上でハードディスクドライ

ブの表示順序が異なりますので注意願います。 

 

 

増設箇所は次のとおりです。 

 

 

 

 

ベイ 0 

ベイ 1 
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（1）取り付け 

次の手順に従ってハードディスクドライブを取り付けます。 

 

チェック  
ハードディスクドライブを増設するときは、オプションの SATA ケーブル K410-238(00)

が必要です。 

 
 

1. 本書の「2 章(1. 3 取り付け／取り外しの準備)」を参照して

準備します。 

 

 

 

 

2. 光ディスクドライブからケーブルを取り外します。 

 

 

 

 

 

 

3. ネジ 2 本を外して光ディスクドライブを取り外します。 

 

 

 

 

 

4. 実装済みのハードディスクドライブからケーブルを取り外します。 

 

 

 

 

 

 

5. ネジ 2 本を外してケージを取り外します。 
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6. ネジ 4 本でハードディスクドライブを取り付けます。 

  

 

重要  
ハードディスクドライブを固定するネジは、ハードディスクドライブに添付のネジを使用

してください。異なるネジを使用すると破損するおそれがあります。 

 

7. ケージの角を図の位置に合わせて本機に取り付けます。 

 

 

 

 

 

8. ケーブルでハードディスクドライブとマザーボードを接続

します。 

 

増設台数 ケージの取り付け位置 マザーボードのコネクタ 

1台め 下段(ベイ 0) 赤色(SATA 0)  

2台め 上段(ベイ 1) 青色(SATA 1)  

 

9. ケーブルをケーブルバンドに固定します。 

 

 

 

 

10. 本機を組み立て直します。 

 

 

（2）取り外し 

ハードディスクドライブの取り外しは、取り付けと同様の手順で取り外すことができます。 

 

チェック  
取り外したハードディスクドライブを譲渡または廃棄するときは、「メンテナンスガイド」

の「1 章(1. 譲渡・移動・廃棄)」を参照してください。 
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1.5  PCIボード 

 

重要  
本書の「2 章(1.2 静電気対策)」を参照し、静電気対策した上で作業してください。 

 

（1）取り付け 

次の手順に従って PCI ボードを取り付けます。PCI ボードの詳細については、PCI ボードに添付の説明書を参

照してください。 

 

1. PCI ボードに添付の説明書を参照し、ボード上のスイッチ、ジャンパなどを設定しておきます。 

 

2. 本書の「2 章(1. 3 取り付け／取り外しの準備)」を参照して準備します。 

 

3. センターバーのケーブルバンドからケーブルを取り外し、ネ

ジ 2 本を外して、垂直にライザカードを引き上げて取り外し

ます。 

 

 

 

 

4. 取り付けるスロットのカバーを取り外します。 

 

 

 

 

 

 

チェック  
取り外したカバーは大切に保管してください。 

 

 

5. ボードのリアパネルをフレームのガイドにしっかりと 

当ててから、接続部分がスロットに確実に接続するよう

ボードを押し込みます。 
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6. ライザカードを本機に取り付けます。 

ライザカードを本機のツメに当てて、そのまま下にスライドさせてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 本機を組み立て直します。 

 

8. 電源を ON にして POST でエラーがないことを確認します。 

 

 

（2）取り付け後の設定 

取り付けた PCI ボードによっては、取り付け後にユーティリティ(本機の BIOS セットアップユーティリティや

PCI ボードに搭載・添付されているセットアップユーティリティ)を使って設定を変更しなければならないとき

があります。PCI ボードに添付の説明書に従って正しく設定してください。 

なお、本機では電源 ON 後に PCI バス番号の小さい順にスキャンします。PCI ボードに搭載されたオプション

ROM 内に BIOS ユーティリティが格納されているときは、PCI バス番号の小さい順にその起動メッセージ(バ

ナー)を表示します。 

 

 

（3）取り外し 

PCI ボードの取り外しは、取り付けと同様の手順で取り外すことができます。 

 

重要  
PCI Express(x16)スロットに PCI ボードを搭載しているときは、反対側から PCI Express

のロックを押しながら、ボードを取り外してください。 

ロックは強く押し過ぎないように注意してください。 
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1.6  DIMM 

DIMM(Dual In-line Memory Module)は、マザーボード上の DIMM スロットに取り付けます。マザーボード上に

は DIMM を取り付けるスロットが 2 個あります。 

 

重要  
● 弊社で指定していない DIMM を使用しないでください。サードパーティの DIMM な

どを取り付けると、DIMM だけでなく、本機が故障するおそれがあります(これらの

製品が原因となった故障や破損についての修理は、保証期間中でも有料となります)。

● 本書の「2 章(1.2 静電気対策)」を参照し、静電気対策した上で作業してください。

 

ヒント 
 搭載している PCI ボードなどの構成によっては、実際に搭載している物理メモリ容量よ

り少なく表示される場合があります(POST のメモリカウントや BIOS セットアップ

ユーティリティ、OS のシステム構成で表示される内容も同じです)。 

 32bit OS のときは、最大 4GB までしか認識しません。 

 64bit OS のときは、最大 16GB まで増設できます。 

 

 

 

DIMM2 
DIMM1 
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切り欠き

誤挿入防止キー

（1）取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 

 

1. 本書の「2 章(1. 3 取り付け／取り外しの準備)」を参照して準備します。 

 

2. ダクトを取り外します。 

 

 

 

 

 

 

ヒント 
ダクトを取り外すときは、ダクトのツメを折らないように、筐体背面を少し内側に押すよ

うな感じで取り外してください。 

 

3. DIMM スロットにある左右のレバーを開きます。 

 

4. DIMM を垂直に立て、切り欠きをスロットに合わせて

しっかりと押し込みます。 

DIMM がスロットに差し込まれると、レバーが自動的に

閉じます。 

 

 

重要  
無理な力を加えると DIMM やコネクタを破損するおそれがあります。まっすぐ、ていねい

に差し込んでください。 

 

5. ダクトを取り付け、本機を組み立て直します。 

 

6. POST の画面でエラーメッセージが表示されていないことを確認してください。 

 

7. 増設した DIMM が BIOS から認識されていることを確認してください。 

 

8. ページングファイルのサイズを変更します。 

 

（2）取り外し 

DIMM の取り外しは、取り付けと同様の手順で取り外すことができます。 
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2. 設置と接続 

本機の設置と接続について説明します。 

 

重要  
本製品に添付のスタートアップガイド、および本書の「使用上のご注意」を必ずお読みく

ださい。「使用上のご注意」では、本製品を安全に、正しくお使いになるために大切な注

意事項が記載されています。 

 

 

2.1  設 置 

本機の設置にふさわしい場所は次のとおりです。 

本機をしっかりと持ち、ゆっくりと静かに設置場所に置いてください。 
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次のような場所には設置しないでください。誤動作の原因になります。 

 

 

 

 

 

温度変化の激しい場所（暖房器、

エアコン、冷蔵庫などの近く） 

 

強い振動の発生する場所

帯電防止加工が施されていない

じゅうたんを敷いた場所 
物の落下が考えられる場所

腐食性ガスの発生する場所（大気

中に硫黄の蒸気が発生する環境

下など）、薬品類の近くや薬品類

がかかるおそれのある場所 

電源コードまたはインタフェー 

スケーブルを足で踏んだり、引っ

掛けたりするおそれのある場所 

本製品の電源コードを他の接地

線（特に大電力を消費する装置

など）と共用しているコンセン

トに接続しなければならない場

所 

強い磁界を発生させるもの

（テレビ、ラジオ、放送／通信

用アンテナ、送電線、電磁ク

レーンなど）の近く 

電源ノイズ（商用電源をリレーなど

で ON/OFF する場合の接点スパー

クなど）を発生する装置の近くには

設置しないでください。（電源ノイ

ズを発生する装置の近くに設置す

るときは電源配線の分離やノイズ

フィルタの取り付けなどを保守

サービス会社に連絡して行ってく

ださい。） 
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2.1.1  設置の準備 

本機は縦置きでも横置きでも設置できます。それぞれの場合に応じて準備してください。 

 

（1）縦置きの場合 

底面に取り付けられているスタビライザをいったん取り外し、次のように変更してください。 

 

（a）取り外し 

スタビライザにあるロックを浮かせて、矢印の方向にスライドさせて取り外します。 

 

 

（b）取り付け 

下図のようにスタビライザのツメを底面のスロットに差し込み、取り付けます。 
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（2）横置きの場合 

図の位置に添付のゴム足を取り付けてください。 
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2.2  接 続 

本機に周辺機器を接続します。本機の背面には、さまざまな周辺機器と接続できるコネクタが用意されていま

す。 

 

 
2.2.1  インタフェースケーブル 

インタフェースケーブルを接続してから電源コードを接続します。 

 

接続にあたっては、以下について注意してください。 

 

● プラグアンドプレイに対応していない機器は、電源を OFF にしてから接続してください。 

● 弊社以外(サードパーティ)の周辺機器、およびインタフェースケーブルを接続する場合は、お買い求めの

販売店で、それらの機器が本機で使用できることをあらかじめ確認してください。 

● LAN、USB ケーブルは、シールド付きケーブルを使用してください。 

● 電源コードのプラグ部分が圧迫されないようにしてください。 

 

チェック  
● 回線に接続する場合は、認定機関に申請済みの PCI ボードを使用してください。 

● USB3.0 デバイス接続時に他の USB ポートに WireLess の USB デバイスを接続する

場合は、WireLess の USB デバイスはフロントの USB ポートに接続してください。

 

ヒント 
シリアルポートへ専用回線を直接接続することはできません。 
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2.2.2  電源コード 

添付の電源コードを接続します。 

 

 

 

チェック  
電源コード接続直後、自動的に電源が ON になり、数秒後自動的に OFF になります。 

 

本機と無停電電源装置(UPS)を連動(リンク)させるときは、本機の BIOS 設定を変更してください 

([System Hardware] - [AC-LINK]パラメータで設定することができます)。詳しくは、本書の「3 章(2. システム

BIOS のセットアップ(SETUP の説明))」を参照してください。 

 

ヒント 
UPS には、弊社が指定する別売の電源コード(並行 2 極アース付き電源コード)で接続して

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AC インレット

最後に AC100V、アース端子付きの 
コンセントへ接続する 

電源コード

(添付品）
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NEC Express5800 シリーズ 
Express5800/S70 

セットアップ 

本機のセットアップについて説明します。 

 

1. 電源のON 

本機の電源をONにする手順です。 

 

2. システムBIOSのセットアップ(SETUPの説明) 

BIOSの設定方法について説明しています。 

 

3. 電源のOFF 

本機の電源をOFFにする手順です。 

 

4. 省電力モード(スタンバイ)への移行 

本機を省電力モード(スタンバイ)へ移行する手順です。 

 



1. 電源の ON 
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1. 電源の ON 

本機の電源は、前面の POWER/SLEEP スイッチを押すと ON の状態になります。 

次の順序で電源を ON にします。 

 

チェック  
電源を OFF にした後、再び ON にするときは 10 秒以上経過してからにしてく

ださい。無停電電源装置(UPS)に接続している場合も、10 秒以上経過してから

ON になるようにスケジュールを設定してください。 

 

1. ディスプレイと周辺機器の電源を ON にします。 

 

チェック  
UPS に接続しているときは、UPS の電源が ON になっていることを確認してく

ださい。 

 

2. 前面の POWER/SLEEP スイッチを押します。 

 

前面および背面の POWER/SLEEP ランプが緑色に点灯し、しばらくするとディスプレイに「NEC」

ロゴが表示されます。 

 

「NEC」ロゴを表示している間、自己診断プログラム(POST)が動作してハードウェアを診断します。

詳しくは本書の「3 章(1.1 POST のチェック)」を参照してください。 
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1.1  POSTのチェック 

POST(Power On Self-Test)は、本機に標準装備されている自己診断機能です。POST は、本機の電源を ON に

すると自動的に実行し、マザーボード、メモリ、プロセッサ(CPU)、キーボード、マウスなどをチェックしま

す。また、POST の実行中は、各種ユーティリティの起動メッセージなども表示します。 

通常は、POST の内容を確認する必要はありません。次のようなとき、POST で表示されるメッセージを確認

してください。 

● 導入時 

● 「故障かな？」と思ったとき 

● 電源 ON から OS 起動の間に何度もビープ音がしたとき 

● ディスプレイになんらかのエラーメッセージが表示されたとき 

 

 

1.1.1  POSTの流れ 

次に、POST のチェックについて、順を追って説明します。 

 

1. 本機の電源を ON にすると、POST が始まります。 

 

出荷時の設定では、POST を実行している間、 

ディスプレイに「NEC」ロゴが表示されます。 

 

2. <Esc>キーを押すと、ロゴが消え、POST の内容が表示されます。 

 

3. メモリチェックが終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これらは搭載している CPU と

接続しているキーボード、マウスなどを検出したことを知らせるメッセージです。 

 

ヒント 
搭載している PCI ボードなどの構成によっては、実際に搭載している物理メモリ容量より

少なく表示される場合があります(BIOS セットアップユーティリティや OS のシステム情

報で表示される内容も同じです)。 
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4. しばらくすると、次のようなメッセージが画面に表示されます。 
 

Press <F2> SETUP, <F3> Internal Flash Memory, <F4> ROM Utility, <F12> Network 

 

メッセージにしたがってファンクションキーを押すと、POST 終了後に、次のような機能を呼び出す

ことができます。 

 

<F2>キー： BIOS セットアップユーティリティ(SETUP)を起動します。本書の「3 章(2. システム BIOS

のセットアップ(SETUP の説明))」を参照してください。 

<F4>キー：オフラインツールを起動します。「メンテナンスガイド」の「1 章(6. オフラインツール)」

を参照してください。 

 

5. SCSI コントローラボードなど、専用 BIOS を持ったコントローラを搭載しているときは、それぞれの

ボード設定をするための専用ユーティリティの起動を促すメッセージが表示されます。 

 

<例: SCSI BIOS セットアップユーティリティの場合> 

Press <Ctrl> <A> for SCSISelect(TM)Utility! 

ここで<Ctrl> + <A>キーを押すとユーティリティが起動します。 

ユーティリティの詳細については、オプションボードに添付の説明書を参照してください。 

 

構成によっては、ディスプレイに「Press Any Key」とキー入力を要求するときがあります。これは、

オプションボードの BIOS の動作によるもののため、オプションボードの説明書を確認してから操作

を継続してください。 

 

6. POST が終了すると OS を起動します。 

 

 

1.1.2  POSTのエラーメッセージ 

POST 中にエラーを検出すると、ディスプレイにエラーメッセージを表示します。エラーの内容によってはビー

プ音でエラーが起きたことを通知します。エラーメッセージの意味、その原因、および対処方法については、

「メンテナンスガイド」の「3 章(1. POST 中のエラーメッセージ)」を参照してください。 

 

ヒント 
保守サービス会社に連絡するときは、ディスプレイの表示をメモしておいてください。保

守を行うときに有用な情報となります。 
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2. システム BIOS のセットアップ(SETUP の説明) 

Basic Input Output System(BIOS)の設定方法について説明します。 

導入時、オプションの増設、および取り外すときは、ここで説明する内容をよく理解して、正しく設定してく

ださい。 

 

2.1  概 要 

BIOS セットアップユーティリティ(SETUP)は、本機の BIOS を設定するためのユーティリティです。このユー

ティリティは本機のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、起動用のメディアがなくても実

行できます。 

 

BIOS は、あらかじめ最適な状態に設定して出荷していますので、ほとんどの場合において SETUP を使用する

必要はありません。本書の「3 章(2.4 設定が必要なケース)」に記載のケースに該当するときのみ使用してくだ

さい。 

 

2.2  起 動 

本書の「3 章(1.1.1 POST の流れ)」にしたがって POST を進めます。 

しばらくすると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 

 

Press <F2> SETUP, <F3> Internal Flash Memory, <F4> ROM Utility, <F12> Network 

 

ここで<F2>キーを押すと、POST 終了後に SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します(「NEC」ロゴ

が表示中に<F2>キーを押しても Main メニューの画面が表示されます)。 
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2.3  キー操作と画面の説明 

画面の表示例と操作方法について説明します。SETUP は、キーボードを使って操作します。 

 

 

 

□ カーソルキー(<↑>、<↓>) 

項目を選択します。文字が反転している項目が、現在選択されている項目です。 
 

□ カーソルキー(<←>、<→>) 

[Main]、[Advanced]、[Security]、[System Management]、[Boot]、[Exit] などのメニューを選択します。 
 

□ <－>キー／<＋>キー 

選択している項目の値(パラメータ)を変更します。サブメニュー(項目の前に「 」がついているもの)

を選択しているとき、このキーは無効です。 
 

□ <Enter>キー 

選択したパラメータを決定するときに押します。 
 

□ <Esc>キー 

ひとつ前の画面に戻ります。押し続けると [Exit] メニューに進みます。 
 

□ <F1>キー 

ヘルプが表示されます。SETUP の操作でわからないことがあったときはこのキーを押してください。

<Esc>キーを押すと、元の画面に戻ります。 
 

□ <F9>キー 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します(出荷時のパラメータと異

なるときがあります)。 
 

□ <F10>キー 

設定したパラメータを保存して SETUP を終了します。 

現在表示しているメニューを示すサブメニュー

があることを

示す 

ヘルプ

パラメータ(選択すると文字が反転する）

キーの操作説明

設定項目
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2.4  設定が必要なケース 

次のようなケースに該当するとき、SETUP を操作して工場出荷値からパラメータを変更してください。それ以

外のときは、工場出荷値の状態で運用してください。また、SETUP のパラメータ一覧、および工場出荷値につ

いては、「メンテナンスガイド」の「2 章(1. システム BIOS の詳細)」に記載しています。 

 

カテゴリ 設定内容 変更点 備考 

日付・時刻を変更する [Main] → [System Date] 

[Main] → [System Time] 

OS上からも設定可能です。 

電源ON時のNumLockの 

オン・オフ設定 

[Boot] → [Bootup NumLock State] 

 

 

POST時の「NEC」ロゴの

オン・オフ設定 

[Boot] → [Quiet Boot] → [Disabled] <Esc>キーを押してロゴを消す

こともできます。 

基本設定 

Deep Sleepモードを使う [Advanced] → 

[Advanced Chipset Configuration] → 

[Deep Sleep]  

Wake On LAN/PME、 

Wake On Ring、および 

ME BIOS Extensionが 

[Disabled]である必要があります。

デバイスの起動順序を変

える 

[Boot] → 起動順序を設定する 

 

 

ネットワーク経由で本機

の電源を制御する 

(Wake On LAN設定) 

[Advanced] → 

[Advanced Chipset Configuration] → 

[Wake On LAN/PME] → [Enabled] 

 

起動関連 

リモートパワーオン機能

を使う 

[Advanced] → 

[Advanced Chipset Configuration] → 

[Wake On LAN/PME] / [Wake On Ring]

 

パスワード設定する [Security] → [Administrator Password]

→ パスワード入力 

[Security] → [User Password]  

→ パスワード入力 

(Administrator、Userの順に設定します)

パスワードは 

「Administrator」、「User」 

の2種類があります。 

「User」は、「Administrator」に

比べ、確認、変更できる設定に制

限があります。 

セキュリティ 

POWERスイッチを無効

にする 

[System Hardware] → 

[Power Switch Inhibit] →  

[Enabled] (無効化) 

POWERスイッチを無効にする

と、強制電源OFFも無効になりま

す。 

UPSから電源が供給され

たら常に電源をONさせる

[System Hardware] → [AC-LINK] → 

[Power On] 

 UPS電源連動 

POWERスイッチを使っ

てOFFにしたときは、UPS

から電源が供給されても

電源をOFFのままにする 

[System Hardware] → [AC-LINK] → 

[Last State] 

 

 

LANのチーム

設定 

AMTの設定を変更する 

(ME BIOS Extensionを有

効にする) 

[System Hardware] → 

[ME BIOS Extension] → [Enabled] 

ME BIOS Extensionの詳細につ

いては、「メンテナンスガイド」

の「2章(2. AMT設定手順)」を参

照してください。 
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パスワード 

パスワードを設定すると、次回よりパスワード入力を促すメッセージが表示されます。 

 

Enter password [                     ] 

 

パスワードの入力は、3 回まで行えます。3 回とも誤ったパスワードを入力すると動作を停止します(これ

より先の操作を行えません)。電源を OFF にしてください。 
 

 

設定内容のセーブ

[Exit] → [Save Changes and Exit] にて保存して終了します。 

設定した内容を破棄して終了したいときは、[Exit] → [Discard Changes and Exit] で終了してください。 

 

また、設定をデフォルト値に戻すときは、[Exit] → [Load Setup Defaults] を選択してください。 

(デフォルト値は、工場出荷値と異なるときがあります。「メンテナンスガイド」の「2 章(1. システム BIOS

の詳細)」にすべての工場出荷値を記載しています) 

 

 



3. 電源の OFF 
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3. 電源の OFF 

次の順序で電源を OFF にします。本機の電源コードを UPS(無停電電源装置)に接続している場合は、UPS に

添付の説明書を参照するか、UPS を制御しているアプリケーションの説明書を参照してください。 

 

1. OS をシャットダウンします。 

 

2. 周辺機器の電源を OFF にします。 

 



4. 省電力モード(スタンバイ)への移行 
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4. 省電力モード(スタンバイ)への移行 

ACPI モードに対応した OS を使用している場合、電力をほとんど使用しない状態(スタンバイ)にできます。 

 

Windows のシャットダウンメニューからスタンバイを選択すると、省電力モードへ移行できます。 

また、POWER/SLEEP スイッチの設定を電源オフからスタンバイに変更したときは、POWER/SLEEP スイッ

チを押すとスタンバイになります(POWER/SLEEP ランプが緑色からアンバー色に点灯します)。 

スタンバイになってもメモリの内容やそれまでの作業の状態は保持されています。POWER/SLEEP スイッチを

もう一度押すとスタンバイは解除されます。 

 

重要  
省電力モードへの移行、または省電力モード中にハードウェア構成を変更しないでくださ

い。省電力モードから復帰できないことがあります。 

 

ヒント 
省電力モードへの移行、または省電力モードからの復帰については、OS の設定によって

異なります。また、省電力モード中の動作レベルは、OS の設定に依存します。 
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NEC Express5800 シリーズ 
Express5800/S70 

付 録 
 

1. 仕 様 

本機の仕様を記載しています。 

 

2. 割り込みラインと I/O ポートアドレス 

本機の割り込みラインについて記載しています。 

 

3. 索 引 

本書の索引です。 

 



1. 仕 様 
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1. 仕 様 

 

型 名 Express5800/S70  

搭載数 1個 CPU 

タイプ インテル® Celeron® プロセッサ G540 

チップセット インテル® C216 

最大 16GB (8GB ×2) *1, *2 メモリ 

タイプ DDR3-1600 SDRAM、ECCなし 

最大 4TB (2TB ×2) ハードディスク 
ドライブ 

インタフェース SATAⅢ 

光ディスクドライブ DVD-ROM / DVD Super MULTI  

内蔵グラフィックス インテル® HD グラフィックス / HD グラフィックス 2000（CPUに内蔵） 

ネットワーク機能 1000BASE-T / 100BASE-TX / 10BASE-T ×1 

内蔵 3.5 型ベイ  1スロット（薄型） 拡張ベイ 

5.25 型ベイ 2スロット 

シリアル RS-232C D-sub 9ピン(16550A互換)×1(背面) 

ディスプレイ DisplayPort×1(背面)、ミニD-sub 15ピン×1(背面) 

USB USB 2.0準拠×4 (背面:2, 前面:2) 
USB 3.0準拠×2 (背面:2) 

LAN RJ-45×1(背面) 

インタフェース 

オーディオ ヘッドフォン端子×1 (前面)、マイク端子 (ステレオ)×2(前面:1, 背面:1)、 
ライン出力端子(ヘッドフォン兼用)×1 (背面)、ライン入力端子×1 (背面) 

拡張スロット PCI ライザカード搭載により2スロット 
－ PCI Express(x16)、PCI Express(x4 エレクトリカル、x8 メカニカル)  
 
(搭載可能なボードのサイズ:ハーフレングス 173.1mmまで) 

筐体デザイン スリムタワー 

外形寸法 90(W) × 372.5(D) × 336(H) mm (縦置き時, スタビライザ含まず) 
160(W) × 372.5(D) × 336(H) mm (縦置き時, スタビライザ含む) 
336(W) × 372.5(D) ×  90(H) mm (横置き時) 

質量 約8kg 

消費電力(最大) 230VA/225W 

動作時 温度: 10～35℃、湿度:20～80% (ただし、結露しないこと) 環境条件*3 

保管時 温度:-10～55℃、湿度:10～80% (ただし、結露しないこと) 

 
 
 

                                                           
 
 

*1 32bit OSをお使いの場合は最大4GBです。 

*2 32bit OSご使用時にメモリを4GB搭載した場合、PCIデバイスなどのメモリ空間と競合するため、利用可能メモリは約2.5GB～3.3GBとなります。 

*3 低温または高温で保管した場合、システム時計の時刻が現在時刻から大きくずれる場合があります。なお、システム時計に高い精度が求められる場合には、

タイムサーバ(NTPサーバ）の運用をお勧めします。 



2. 割り込みラインと I/O ポートアドレス 
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2. 割り込みラインと I/O ポートアドレス 

割り込みラインや I/O ポートアドレスは、出荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設する

ときなどに参考にしてください。 

 

● 割り込みライン 

出荷時、次のように割り当てられています。 

 

IRQ 周辺機器(コントローラ) IRQ 周辺機器(コントローラ) 

0 システムタイマ 8 リアルタイムクロック 

1 － 9 SCI 

2 カスケード接続 10 － 

3 － 11 － 

4 COM 1シリアルポート 12 － 

5 － 13 数値演算プロセッサ 

6 － 14 － 

7 － 15 － 

 

● PIRQ と PCI デバイスの関係 

出荷時、次のように設定されています。設定を変更することはできません。 

 

メニュー項目 割り込み 

PCI IRQ 16 PCI1, PCI2, USB2, Display Adapter, MEI, USB3.0 

PCI IRQ 17  

PCI IRQ 18  

PCI IRQ 19 SATA1, SATA2, SOL 

PCI IRQ 20 LAN 

PCI IRQ 21 － 

PCI IRQ 22 Audio 

PCI IRQ 23 USB1 
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● I/O ポートアドレス 

 

アドレス* 使用チップ 

20 - 21 チップセット 

2E - 2F スーパーI/O 

40 - 43 システムタイマ 

61 システムスピーカ 

70, 71 リアルタイムクロック 

80 - 8F DMAコントローラ 

92 チップセット 

A0 - A1 インターラプトコントローラ 

B2 チップセット 

F0 チップセット 

170 - 177 IDEコントローラ(セカンダリ) 

1F0 - 1F7 IDEコントローラ(プライマリ) 

2F8 - 2FF シリアルポート 

376 IDEコントローラ(セカンダリ) 

3F6 IDEコントローラ(プライマリ) 

3F8 - 3FF シリアルポート 

4D0 - 4D1 チップセット 

CF8, CFC チップセット 

CF9 チップセット 

A35 - A36 ハードウェアモニタ 

* 16進数で表記しています 

 



3. 索 引 
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3. 索 引 
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DIMM ･･･ 44 
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DVD-ROM ドライブ ･･･ 30 

Ｉ 
I/O ポートアドレス ･･･ 65 
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LAN ポート ･･･ 29 

LINK/ACT ランプ ･･･ 29 

Ｐ 
PCI ボード ･･･ 42 

PIRQ と PCI デバイス ･･･ 64 

POST ･･･ 54 

POWER/SLEEP スイッチ ･･･ 53 

POWER/SLEEP ランプ ･･･ 28 

Ｓ 
SPEED ランプ ･･･ 29 

あ 
インタフェースケーブル ･･･ 50 

お客様登録 ･･･ 23 

オプション ･･･ 36 

か 
概要 ･･･ 19 

各部の名称 ･･･ 24 

機能 ･･･ 24 

ゴム足 ･･･ 49 

さ 
システム BIOS ･･･ 56 

準備 ･･･ 35 

仕様 ･･･ 63 

省電力モード ･･･ 61 

スタビライザ ･･･ 48 

静電気対策 ･･･ 37 

接続 ･･･ 50 

設置 ･･･ 46 

セットアップ ･･･ 52 

前面 ･･･ 24 

た 
電源コード ･･･ 50, 51 

電源の OFF ･･･ 60 

電源の ON ･･･ 53 

特長 ･･･ 22 

取り付け 

DIMM ･･･ 45 

PCI ボード ･･･ 42 

ハードディスクドライブ ･･･ 40 

取り付け/取り外しの準備 ･･･ 38 

取り外し 

DIMM ･･･ 45 

PCI ボード ･･･ 43 

ハードディスクドライブ ･･･ 41 

な 
内部 ･･･ 26 

は 
ハードディスクドライブ ･･･ 39 

背面 ･･･ 25 

光ディスクアクセスランプ ･･･ 28 

光ディスクドライブ ･･･ 30 

付属品 ･･･ 21 

ま 
マザーボード ･･･ 27 

ら 
ライティングソフトウェア ･･･ 31 

ランプ ･･･ 28 

わ 
割り込みライン ･･･ 64 

 

 



 

NEC Express サーバ

  
 

Express5800/S70 

ユーザーズガイド 

2012 年 11 月 初版 

日 本 電 気 株 式 会 社

東京都港区芝五丁目 7 番 1 号

TEL（03）3454-1111 （大代表）

落丁、乱丁はお取り替えいたします 

©NEC Corporation 2012 

日本電気株式会社の許可なく複製・改変などを行うことはできません。



 

<本装置の利用目的について> 
本製品は、高速処理が可能であるため、高性能コンピュータの平和的利用

に関する日本政府の指導対象になっております。 
ご使用に際しましては、下記の点につきご注意いただけますよう、よろし

くお願いいたします。 
1. 本製品は不法侵入、盗難等の危険がない場所に設置してください。 
2. パスワード等により適切なアクセス管理をお願いいたします。 
3. 大量破壊兵器およびミサイルの開発、ならびに製造等に関わる不正

なアクセスが行われるおそれがある場合には、事前に弊社相談窓口

までご連絡ください。 
4. 不正使用が発覚した場合には、速やかに弊社相談窓口までご連絡く

ださい。 
弊社相談窓口 ファーストコンタクトセンター 
 電話番号  03-3455-5800 

 
 
 

注 意 
この装置は、クラスＢ情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用す

ることを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に

近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。取扱説明

書に従って正しい取り扱いをして下さい。 
VCCI-B 

 
 
 
 
高調波適合品 
この装置は、高調波電流規格 JIS C 61000-3-2適合品です。 
：JIS C 61000-3-2適合品とは、日本工業規格「電磁両立性－第3-2部：限度値－高調波電流発生限度値（1相当

たりの入力電流が20A以下の機器）」に基づき、商用電力系統の高調波環境目標レベルに適合して設計・製造

した製品です。 
 
 
回線への接続について  
本体を公衆回線や専用線に接続する場合は、本体に直接接続せず、技術基準に適合し認定されたボードまたは

モデム等の通信端末機器を介して使用してください。 
 
 
電源の瞬時電圧低下対策について  
この装置は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがあります。電源の瞬時電圧低下対

策としては、交流無停電電源装置（UPS）等を使用されることをお勧めします。 
 
 
レーザ安全基準について  
この装置にオプションで搭載される光学ドライブは、レーザに関する安全基準（JIS C-6802、IEC 60825-1）ク

ラス1に適合しています。 
 
 
日本国外でのご使用について  
この装置は、日本国内での使用を前提としているため、海外各国での安全規格等の適用を受けておりません。

したがって、この装置を輸出した場合に当該国での輸入通関および使用に対し罰金、事故による補償等の問題

が発生することがあっても、弊社は直接・間接を問わず一切の責任を免除させていただきます。 
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